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保護者各位

「園の自己評価のご報告」

日頃より、本園の保育に格別のご理解とご協力を賜り、心より感謝申し上げます。
株式会社ＡＬＴＡでは、子どもたちが安心して過ごし、心身ともに健やかに育つことを最も
大切にしています。そのため、社員一人ひとりが日々の保育を振り返り、より良い保育の提
供に向けた自己評価に取り組んでおります。
この自己評価は、保護者の皆様のご意見（アンケート結果）を反映しながら、社員が自らの
保育実践や園全体の運営について見直しを行うものです。評価の結果をもとに、今後も子ど
もたちの成長に寄り添いながら、より一層信頼される園づくりに努めてまいります。
保護者の皆様の貴重なご意見・ご協力を糧として、社員一同、心を一つにして保育の質の向
上を目指してまいりますので、引き続きご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

１. 基本情報

項目 内容

園名 アルタベビー三橋園

所在地 埼玉県さいたま市大宮区三橋 2-519

評価年度 令和 7年度

作成日 令和 8年 3月 23 日

評価実施日 令和 8年 1月 16 日～2月末

園児数 １９名
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２. 保護者アンケート結果

2-1．保護者アンケート集計結果 回答率：７９％

2-2. 保護者コメント

・息子の園での生活で心配な事がありましたが、息子に対しても私に対しても丁寧に接して

下さり感謝の気持ちでいっぱいです。今から卒園が寂しくなっています。

・毎日ありがとうございます。登下校の時や連絡帳からも一人一人見ていて下さっているの

だなぁと感じますし何より息子が保育園と先生方が大好きなようなので信頼しています。

・子どもの写真を 3枚と、細やかな報告を下さり、とても感謝しています。

・いつも大変お世話になっております。気質的に扱いが大変な子供だと思いますが、いつも

良くして頂き大変ありがたいです。

・コドモンを使っている点、コドモンの毎日の写真がちゃんとしているところ、送り迎えで

子どもがイヤイヤでも上手く誘導してくれるところ、トイレを家でも参考になるように伝

えてくれているところ。安心して預けられる方々がいること。

No 質問項目 はい
どちらとも

いえない いいえ

1 当社の保育理念・保育目標について理解していますか 73％ 13％ 13％

2 個人情報については慎重に取り扱われていると思いますか 93％ 7％ 0％

3 当社社員はお子様の気持ちを大切にしていると感じますか 93％ 0％ 7％

4 当社社員の言葉遣いや態度、服装等は適切ですか 93％ 0％ 7％

5 園内は清潔で整理された空間になっていると思いますか 87％ 7％ 7％

6 安全対策や感染症対策が十分に取られていると思いますか 80％ 13％ 7％

7
送迎時の保育士との会話や連絡帳等で、保育園やご家庭での様子について日
常的に情報交換がなされていると思いますか 93％ 0％ 7％

8
お子様が怪我をしたり、体調が悪くなったりしたとき、当社社員の対応は信
頼できますか 87％ 7％ 7％

9
当園で提供される食事やおやつはお子様の状態に配慮し、工夫されたものに
なっていると思いますか 87％ 0％ 13％

10
不満に思ったことや要望を伝えたとき、当社社員はきちんと対応してくれて
いると思いますか 80％ 13％ 7％

11 当園に満足されていますか 93％ 0％ 7％
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この度は、保護者アンケートにご協力いただきまして、誠にありがとうございました。
皆様からいただいた率直なご意見やコメントは、園の保育の実践や運営をさらに良くしてい
くための大変貴重な資料となります。

集計結果だけでなく、具体的なご感想や日頃の思いをお寄せいただけたことに、社員一同深
く感謝しております。

3. 社員の資質向上

３-1. 社員の資質向上に関する基本的事項

№ 評価項目 成果・気付き(振り返り)と改善案

1 当社姿勢目標について理解し、
規律を順守した勤務ができてい
る。

保育目標を理解して、規律を遵守した勤務が出来るよう
環境を整えてきた。今後も遵守し継続して行う事とマン
ネリ化しないように毎月職員会議で振返りを行っていき
たい。

2 当社保育理念や保育目標につい
て理解している。

８割の方のご理解を頂きましたが 2 割の方には届いてい
ない事が分かりました。今後も継続して当社の保育理念
を園だより等に掲載する等工夫して周知していきます。

3 指導計画は乳幼児の実態に合わ
せ、保育所保育指針に基づいて
適切に援助・支援している。

9割の方々にご理解して頂き感謝申し上げます。今後も引
き続き「1人1人の気持ちに寄り添い、成長や興味や関心
にあわせて丁寧な保育」を心掛けていきます。また、保
護者の皆様のお子さんへ対する深い愛情や想いに日々耳
を傾けながら、引継ぎ子ども達の成長を分かち合いなが
ら共に喜びを共有して合える関係を構築していきたい。

4 個人情報の保護や守秘義務に関
して理解し、適切に管理してい
る。

個人情報を大切に扱ってきた。また、守秘義務を全職員
で確認しあい理解を深めていった。
管理に関しては、鍵の係る戸棚に閉っているため適正に
管理している。

5 衛生・安全管理に対する園の方
針を理解し、適切な管理ができ
ている。

8割の方々にご理解頂き感謝申し上げます。園内の環境を
整える事と消毒作業を毎日行っているので、これも継続
していきます。

6 保育に従事する者として、服装
や身だしなみに配慮し、健康と
清潔を心がけている。

9割の方々から理解頂きました。職員は、当社の規定に基
づいて従事している。清潔な服装と快活な行動が出来る
ように一人一人が健康に留意しながら保育活動に従事い
ている。今後も引き続き留意していきたい。
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7 子どもの表情や言葉、行動から
気持ちをくみ取り、一人ひとり
に寄り添った関わりを心がけて
いる。

9割の方々からご理解頂き、感謝申し上げます。今後も大
切な子ども達の想いに寄り沿った関わりを、職員一同、
心を一つにして保育にあたっていきます。

8 送迎時のやり取りや連絡帳等を
通して、園での活動内容や子ど
もの成長・様子が伝わるよう、
保護者との丁寧な情報共有を行
っている。

9割の方々からご理解を頂きました。今後も送迎時等の時
間を有効活用していく事やコドモンを活用して引き続き
園内での様子が伝わるよう努めていきます。また今後
は、保育園ブログを積極的に発信していき、益々子ども
達の姿が見える保育園を目指して参ります。

9 日々の保育や行事準備で社員同
士が情報共有し、困りごとは声
を掛け合いながら協力して、チ
ームでより良い保育に取り組ん
でいる。

年間の行事において、社員一丸になって準備を進めて参
りました。仕事の進捗状況を視覚化し、職員全員の意識
が目標に向かって取り組んでいる事を見極めながら、進
んできましたので、今後も継続して取り組んで参りま
す。

10 子どもが遊びや活動を自分から
楽しめるよう、玩具や教材の配
置を工夫している。

今年一年間通して、遊びの環境整備や環境作りに力を注
いで参りました。子ども達が使いやすく、丁寧に扱って
もらえるよう遊具置き場や分かり易く遊具の写真を箱に
付けたりと工夫してきました。

11 研修や会議で知識を学び、園内
共有や専門資料を通して保育を
振り返り、日々に活かしてい
る。

毎月の職員会議を活用して、研修や会議をフィードバッ
クして保育実践に生かしてきました。また今後は、保育
の質の向上を図るため、時間を有効に使って日々の保育
の振返りを月数回開催していきたい。

３-2. 社員の研修等

【評価 〇：できている △：一部検討を要する】

研修の活用

評価項目 評価

定期的に園内研修を行っている。 〇

各社員について、教育・研修の機会が確保されている。 〇

定期的に園内の研修成果に対する評価・見直しを行なっている。 〇
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【今年度の評価・次年度に向けた改善案】

園内研修は、資料を全職員に個別に配布し各自の認識を深めていった。
その結果の「振返り」を毎月はしていなかったので、今後は毎月の会議で議題に提案し、
自分の保育実践に如何にして活用していったのか？または、出来なかったのか？等を振返
り見直していきたい。その上で各自が実践に生かしていき、子どもや保護者に還元してい
きたい。

４．園全体の自己評価

№ 評価項目 取り組み状況

１

保育環境の整備

・各社員の職務内容が明確で、協働できる体
制になっているか。
・年齢や発達に応じた環境構成になっている
か。（コーナー設定・動線の工夫等）
・玩具や設備の安全点検・見直しを定期的に
行っているか。

・各自の職務内容は、担当制を取ながら進めて
いっているが、些細な支障もあったので職員一
同で協力体制を再度見直していき編纂していき
たい。
・保育環境の整備は、今年力を注いでいった内
容だった。コーナー設定や動線の見直しを計っ
ていった。また、毎朝各自のクラス内の整理整
頓を必ず行う事としている。

２

保育内容・活動の質

・保育計画と日々の実践が連動し、振り返り
が行われているか。
・子どもの主体性や興味を尊重した活動にな
っているか。

・人的環境が整っていなかった為、保育の振返
りが十分に実施出来ずにいた月もあった。その
為今後は、可能な時間を設けて日々の保育を振
返る事が出来るようにしていきたい。
・その事により、子ども達により良い保育環境
を提供できるようになっていくようにする。

３

個別支援

・一人ひとりの発達状況を把握し、記録を
共有しているか。
・配慮が必要な子どもへの具体的支援策が
明確になっているか。

毎月の職員会議の中で個別に子ども達の成長の
変化など共有していった。
しかし、よい関わりの深い具体的な支援策を今
後は提案しあえるように時間や工夫をしていき
たい。

４

社員体制・専門性

・社員間の情報共有や連携体制が機能してい
るか。
研修参加や園内研修を通じて専門性向上に努
めているか。

小規模保育園の特色として、連携体制が機能し
やすくなっているが、保育内容の専門性の向上
を視点にすると、まだ到達していないのでより
一層の努力とアイデアを出し合い益々機能しや
すくする知恵を出し合っていきたい。
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５

リスク管理（安全・衛生）

・事故防止のための点検やヒヤリハットの共
有が行われているか。
・感染症対策や衛生管理がマニュアルに基づ
き実施されているか。
・火災・地震・不審者侵入等の危機管理に努
めているか。

・毎月の職員会議において、発表しあい確認し
合っている。その効果が出ており、職員の中で
より情報共有がされてきてより安全な保育に注
意がされている。
・毎日の遊具の消毒や拭き掃除を徹底している
ので、きちんとした管理が実施できている。
・避難訓練や不審者対策も毎月実施しており、
地域の避難所にも年３回は行き、避難先の学

校と交流を図っている。

６

家庭・地域社会との連携

・保護者へ日々の保育の様子を具体的に伝え
ているか。
・保護者・地域からの意見や相談・苦情解決
のための取組を行っているか。
・関係機関と情報共有を行い、状況に応じた
適切な対応ができているか。

・保護者へは、コドモンを活用し、送迎の時間
に可能な限り直接会話して、子どもの成長して
いる姿や保護者の想いを汲みとっている。
・地域の社会とは、散歩の機会や園行事の機会
を使って、より親密な関係や支援し合って良い
関係を構築できている。
・関係機関（児童相談所・幼稚園）等との連携
は、必要な時期に取り合っている。

７
園の理念の実現度

・社員が園の理念や保育目標を理解し、保育
実践に反映しているか。
・行事や日常保育が理念と整合しているか。

・新年度の保育計画作成時や年 2回の反省・振
返り等の機会を活用して、自らの実践に生かし
ている。
・日々の保育実践に関して、活かせているのか
毎月の会議で見直し、振り返っている。

８

食育について

・食材や栽培活動などを通して食への関心を
育てているか。
・アレルギー対応や発達に応じた食事配慮を
行っているか。

・毎月の会議で「調理さんとの関わり」や「毎
月の食育」を検討し、しっかりと実施できてい
る。子ども達の関心に合わせて進めている。
・アレルギー対応は、職員全体で見守り・対応
していくことにしている。またその情報は全員
で共有している。

【当園の保育目標】

◆SDGs(自然環境保護教育・人権教育目標)において

【0歳児組】
・自分の周りにある物・人・環境を、周囲の大人たちが大切にして扱うなど、常に保育士は
心掛けていく。

・子どもたちの声やしぐさ・表情等をよく見守り、その想いに応えて行くことを大切にする。
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【1歳児組】
・清潔で、安全な環境の中で、元気に過ごす。
・身の周りの事に積極的に取り組み、基本的な生活習慣を身につける。
・自分の体に興味を持ち、大切にする。
・絵本等を通じて、異なる文化に親しみを持つ。
【2歳児組】
・健康で安全な環境の中で気持ち良く過ごす。
危険な場所や一人ひとりの健康状態を把握しておく。

・子ども達の可能性を伸ばす。
運動遊び（遊具・ボール等）や、生活に必要な事が出来るようにする。
毎日の積み重ねを大切にする事で、より良い保育を提供していく。

・男の子・女の子と区別せず。一人の人として見る。
男女を意識して、職員が色を決める等せずにかかわっていく。

・地域の方との触れ合いを楽しむ。
行事等を通して、地域交流を図り、いろいろな人に関わり知る。

◆食育目標
【0歳児組】
・野菜などや食材に触れることを楽しむ。
・手づかみで食べる子どもに対しては、様子を見守り、自分で食べる事の楽しさを知らせる。
【1歳児組】
・友達と一緒に楽しく食事をとる事で、好き嫌いなく食べられるようになる。
・いろいろな食べ物に関心を持ち、意欲的に食べる。
【２歳児組】
・いろいろな食材に触れ、実際の物を観察や触れたりして、実物を知る。
・食育を定期的に行い、直接触れる等をする機会を計画し、物の名前や断面図の様子を知る。
【調理員】
・食育を、毎月 1回行い、食べ物の大切さ・食の有難さを教え、給食の残食が減ったが、今
後も同様に残食に関しては味や色合い等を工夫しながら減らしていく。

・安全な給食を提供するために、毎朝新鮮な食材を購入しに行く。
・子ども達の元気な身体つくりができるように、徹底した衛生管理を行い、毎日安全な給食
を提供し、健康の増進に努める。

・衛生管理自主点検表（厨房編）を、毎日忘れずに記入する。
・保育士・保護者の方々と食事やアレルギーについての毎月の会議やコドモンを活用して相
談を定期的に行う。

◆体育（＋睡眠教育）目標
【0歳児組】
・温かい日は、外気浴を楽しむ。
・外遊びを通して、全身を使って遊んだりして、運動能力を高める。
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・十分な睡眠をとれるように様々な環境を整える。
【1歳児組】
・快適な安心できる環境の中で、十分な睡眠をとる。
・友達や保育士と関わりながら、全身を動かして遊ぶ。
【2歳児組】
・室内・戸外などを活用して、全身運動が行えるように、室内外バランス良く活動する。
・歩く・走る・跳ぶ・蹴るなど、遊びの中で取り入れて全身を使えるようにし、十分な睡眠
がとれるようにする。

◆知育目標
【0歳児組】
・遊びを通して、様々な素材の手触りを知る。
（紙・絵の具・シール・手形での製作などを、毎月行う。）

・戸外に出て、自然の植物や自然の風・光・太陽の光の暖かさ・冷たさ等、肌で感じてみる。
【1歳児組】
・周りの大人から受け入れられ、大切に接してもらうことで自尊心を育てる。
・気持ちを受け止めてもらったり、代弁してもらって、言葉を発する事を楽しむ。
【2歳児組】
・製作やブロックなど、自分で考えて表現する。
目に見えて表現できる物で、自分の作りたいものを表現できるように援助する。

・生活の流れの中で、リズムを覚えて、次の行動は何をしたら良いか等、考えられるように
声をかけていく。（何の遊びをしたいのか？等、質問し考える力をつける。）

・絵本やカードを使用し、質問して考える力をつけていく。

◆徳育目標
【0歳児組】
・眼差しを子どもと合わせる等し、スキンシップを通して、愛着を形成する。
・遊びを通して、友だちや保護者との関わりを深め、受け入れられる事を喜ぶ。
【1歳児組】
・友達と関わって遊ぶことで、自分とは違う考えや感じ方をしていることを知る。
・気の合う友だちと一緒に好きな遊びを楽しむ。
【2歳児組】
・友達や保育士に自分の言葉で、伝える。ルールを守りながら楽しく遊ぶ。
（自分で相手に言葉で伝えられるようにしていく。）

・ルールのある遊びや生活の中で、それを理解していくように促していく。
・自由遊びを通して、1人 1 人の意見を取り入れて、一つの物を完成させる。
以上の内容を項目ごとに目標にして保育していくよう努めて参ります。
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【園の強み】
１，当園の特色でもある『保育園舎の周辺は自然豊かな環境が整っている環境』の地域のた
め、春は「ジャガイモ堀遠足」「鴨川堤の桜のお花見」また夏は「みずべの里公園での水
遊び」、秋は「サツマイモ堀遠足」そして、冬は「みずべの里公園での氷・雪観察」等を
実施できる事は、大変子ども達の情操教育・感性を豊かにしていると、常々感謝し、その
恩恵を賜っている事に職員一同深く感謝をしている。また、この三橋地区の自治会の皆様
のご尽力を頂きながら、子ども達はより情緒豊かで感性を刺激しながら成長出来ている事
に深く感謝申し上げる。

２．次年度に向けても自然豊かな恵みを、子ども達・職員・保護者とも共有できるように、
今年同様、四季折々の行事「ジャガイモ堀遠足」「サツマイモ堀遠足」等他の計画をし、
実施していきたい。

・三橋地区の 4丁目自治会のご協力を頂きながら、いつも遊んでいる「八幡公園ひろば」を
使った行事や自治会館を使った行事も計画して、自治会の方々にも喜んで頂いている事は、
地域の中で育っていく・育ててもらっている「三橋の子ども達」であることに繋がり、今、
人間関係が希薄になっているこの時代において最も大切にしていきたい重要な関わりと考
えている。これも当園の強みと言えるので継続していきたいと強く感じている。

３．外部や園内研修を通して、各自のスキルアップと保育の質の向上を目指していく。
４．今後も保育において、計画的な保育が出来るようにＰＤＣＡサイクルに取り組んでいき
たい。

５．子ども達の成長に合わせながら、また、「子どもの成長する力」を信頼し、職員も同様
に共に成長しながら日々研鑽していく事を心掛けている。これも次年度も引き続き継続し
ていきたい最も重要な課題と痛感している。

６・次年度においても、子ども達同士の関わりに目を配り注意し、怪我の無いようにより注
意し見守っていきたい。また、今年度も「小規模保育園」の良さを前面に出していき、子
どもへの関わり「受容」と「見守り」・「援助」のバランスを考慮してこれからも保育に
あたっていきたい。

【園の課題】
�「当社の保育理念に関して」伝わり方が薄かった事について。
１．子ども達が安心して過ごせる居場所。また保護者が安心して預けられる保育園。自分ら
しく主体的に過ごせる場所・保育園作創りをして参りました。しかし、その想いを今後よ
り一層表現を工夫して届けていきたいと思います。

２．0歳～2歳までの小規模保育園の良さとして「1人ひとりの気持ちに寄り添っていく保
育」ができる環境であるため、自我の育ちを見守りながらも、語彙の獲得を促しながら、
友だちとの関わり方や表現する事の喜びを楽しむ事など、保育の様々な側面から成長しあ
えるように保育計画を立てていきました。また、小規模保育園である当園では、乳幼児期
においては重要な愛着形成を基盤に、「私は大切にされている。愛されている」と感じて
安心して過ごせる保育環境作りをしていきました。
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３. その中において、人的環境の問題を含めながらも、自ら成長する喜びを感じ、見守られ
ている安心感の中で基本的な生活習慣を身につけていきながら、子どもたちの最善の利益・
成長を保障するにはどうしたら出来るのか等、職員一同より良い保育に向けて一人一人の意
見や知恵を出し合いながらこれからも進めていきたいと思います。

５．総評
今回も保護者様のアンケートの結果で、当園の強みと力をもう少し入れていくべき課題が明
確になってきました。ご協力頂きました保護者の皆様、誠にありがとうございました。
貴重なご意見を沢山頂戴しました。今後の保育実践に必ず生かして参ります。
さて、当保育園でお預かりするお子様達や保護者の皆様の目線に合わせた丁寧な関わりを大
切にしていく事を我々の永続的な基軸にしています。
また、上記の内容を実践していくためには、保育士全員が一丸となって、子ども一人ひとり
のために話し合い、意識を高め続けることが最も重要であると痛感しております。そのこと
が、ひいては全園児の最善の利益につながると理解しているからです。
そして、今後も子ども達が主体的に保育園の友達や保育士・周りの大人たちと関わり、イキ
イキとした活動が出来るように見守り・援助・励ましていきながら、子どもたちの気持ちや
想いを引き出してあげられるように保育環境・物的環境を整えていきたいと思います。
今後とも引続き当園の保育にご理解とご協力のほど、どうぞよろしくお願いいたします。
今年度も多大なるご支援を頂戴し、誠にありがとうございました。
この場を通して、職員一同深く御礼を申し上げます。来年度もよろしくお願い致します。
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